










































































































































































































3歳児 4歳児 5歳児 6歳児




































































3歳児 4歳児 5歳児 6歳児
要素
形
プロポーション
位置
88
（14）
0
6
（1）
6
（1）
100
（4）
0
0
0
67
（6）
0
26
（2）
！1
（1）
25
（1）
50
（2）
25
（1）
0
〔　％（件数）〕
考
?
　本実験における結果を概括的に示せば，次のようになる。すなわち，3－6歳の幼児の人物
描画においては，
①モデルは，全体として描画の遂行成績を高める効果（プラスの効果）を持つこと，
　②ただし，マイナスの効果を持つ場合や，効果を持たない（無効果の）場合があり，それ
　　らが年少児に比較的多いこと，
　③プラスの効果は年齢別に見ると，4歳児で突出していること，
　④プラスの効果は，突出している4歳児を別にすれば，加齢につれて高くなる傾向にある
　　こと，
　⑤人物描画得点のプラスとマイナスをもたらした要因は，加齢とともに形態の要素から空
　　間関係（形，プロポーション，位置）へと移行する傾向にあること，
　である。
　幼児の人物描画においては概してモデルがプラスの効果を持つが，マイナスの効果を持つ場
合や，無効果の場合があるという結果は，大庭（1996）の研究と一致している。しかし，4歳
児においてプラスの効果が突出したという結果については，他に類似の結果を示した研究はな
く，それが偶発的なものであるのか，この年齢児に特有のものであるのかは不明であり，この
点を明らかにするには，被験児を増やすなどしてさらに検討を加える必要があろう。
　次にプラスの効果が加齢につれて高くなる傾向にあることは，認知能力の向上に伴って外的
支えを利用する能力も高くなること，したがって外的支えを利用し得る認知能力的条件が存在
する可能性を示唆していよう。またマイナスの効果や無効果が年少児に比較的多いことは，お
そらくこの傾向に沿うものである。
　さらに人物描画得点のプラスとマイナスをもたらした要因が加齢とともに形態の要素から空
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間関係へと移行することは，視空間認知における注意あるいは認知様式が形態の要素から空間
関係へと発達的に移行することを反映している，と推測される。
　これらのことを踏まえて，構成障害の発現機序の解明につながる当面の研究課題を提起する
ことにする。すなわちそれらは，構成能力が未形成の，あるいは構成が困難な被験者の種々の
構成行為において，次の諸点を明らかにすることである。
　第1点は，モデルの効果と視空間認知の全般的レベルとの関係である。本実験によって，モ
デルの効果は認知能力のレベルに依拠することが示唆された。したがってモデルの効果と視空
間認知の全般的レベルとの関係を明らかにすることは，一方では，外的支えの利用を可能にす
る認知能力的条件をより明瞭にし，また他方では，構成障害が認知的側面の諸要因に依拠する
程度を示すことになるであろう。
　第2点は，分節化を容易にするモデルの呈示の仕方をして，その効果を明らかにすることで
ある。本実験によって，年少幼児の視空間認知における注意が要素の同定に向けられている傾
向が示唆された。そこで，要素の同定を容易にする工夫（たとえばモデルに区切り線を入れ
る：積山窟，1984）をして，その効果を観測することは，構成障害の認知的側面における要因
がこのレベルにあるのか否かなどを明らかにすることにつながるであろう。
　第3点は，空間関係の把握を容易にするモデルの呈示の仕方をして，その効果を明らかにす
ることである。本実験によって，年長幼児の視空間認知における注意が，空間関係の同定に移
行する傾向が示唆された。そこで，種々の空間関係の同定を容易にする工夫（たとえば関係を
強調する言語教示をする，補助線を挿入するなど）をして，その効果を観測することは，構成
障害の認知的側面における要因を空間関係の点から特定し得ることになろう。
　これら3つの点を明らかにする課題は構城障害の認知的側面における要因を探るためのもの
である。しかしながらそれらだけでは十分ではない。なぜなら認知的側面に構成障害の要因が
あるとしても，そのことは行為的側面においてその要因がないことを必ずしも意味しないから
である。そこでさらに行為的側面に対する外的支えの効果を明らかにする必要がある。
　Laszlo　et　aL（1985）の行為の閉回路モデル（closed－loop　model）によれば，行為が実行され
る際，中枢過程においては，課題の目標，環境条件，肢位・姿勢，教示，運動痕跡，運動指令
などに基づいて「行為プラン」が立てられ，それに基づいて「運動プログラミング」が始動す
る。これらのプランニングやプログラミングの過程においては，行為の要素の選択と，それら
の時間順な配列あるいは関係づけ，言い換えれば継時的統合または時間的統合が進行する，と
推測される。構成行為の行為的側面における外的支えとは，このような継時的統合を容易にす
るもの（たとえば構成過程を分解して，一つずつ順に呈示するもの：Warrington　et
al．，1966）であると言える。したがって，明らかにされるべきことの第4点は，そのような
行為的側面における外的支えの効果である。
　これらの諸点を明らかにし，かつそれらを相互に関係づけることによって，構成障害がどの
ような機能の障害から起こってくるかという問題，および構成行為における認知と行為との区
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別や相互連関の問題を，より具体的に議論することができる，と思われる。
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